
2502 2  
 
 

 

 

 

総合社会福祉研究所／月刊誌『福祉のひろば』 
TEL06-6779-4894 FAX06-6779-4895 
http://www.sosyaken.jp/  
E-mail：mail@sosyaken.jp 

       ※その他、メール等でもぜひご意見をお寄せください。 



　京都市北区在住の吉
よしおか

岡昌
まさ き

紀さん（85）と多恵子さん（85）。脳梗塞の後遺症で左半身にマヒ
が残る昌紀さんは、週２回デイサービスに通い、多恵子さんは週１回のデイサービスと、週２
回60分の訪問介護の生活援助（掃除）を利用しておられます。買い物は週１回、おうちの前ま
で移動スーパーに来てもらいます。「腰が痛いから、立っているのがしんどい。料理と洗濯は
まだなんとかがんばっているけど、掃除はたいへん。せやから、掃除がお願いできるのは本当
に助かる」と多恵子さん。

住み慣れた自宅で住み慣れた自宅で
暮らしつづける権利を守る暮らしつづける権利を守る



　多恵子さんは、西陣の反
たんもの

物の生地を伸ばす「湯のし屋」の娘さんでした。小学生のころから
仕事を手伝い、結婚し、子育てしながらもずっとミシンの前に座ってきた多恵子さんは、いま
も着物の端切れで小物やぬいぐるみをつくっておられます。お部屋の中には、ご夫婦でつくっ
た小物、干

え と

支の人形、置物、壁飾りなどがたくさん飾られています。雛人形も手づくりです！



　夫の昌紀さんと「二人で生地を選んだり、あーでもないこーでもないと言いながらつくって
るねん。ミシンをしてるときは夢中になれるから、それがたのしい」と多恵子さん。受診等の
外出は娘さんが付き添っておられますが、「娘も子育て真っ最中やからね。自分できばって（が
んばって）やれることはやるし、あとはできる範囲（介護保険の範囲）でお願いするしかないで
しょ。ぜいたくは言えない」と話されます。



　「こんな手紙届いたけどどうしたらいい？」「庭の草むしりをお願いできる方法ないやろか？」
とヘルパーに尋ねる昌紀さんと多恵子さん。介護保険のサービス内容は「掃除」ですが、ヘル
パーは掃除だけをしに来ているわけではありません。昌紀さんの体調はどうか、多恵子さんの
腰の具合はどうか、会話をしながらつねにようすを見て、必要な支援につなげていきます。
ちょっとした困りごとやわからないことを、「次、ヘルパーさんが来てくれたときに聞いてみ
よう」と思える安心感も大きいものです。
　85歳になってもミシンの前に座り、大切に飾っている作品を紹介してくださるお二人の姿
からは、いきがいや趣味を大切にできて、住み慣れたおうちで住みつづけられる権利の大切さ
を感じます。その権利をなんとか守ろうとする訪問介護は、在宅介護の要です。
� （写真・文　申　佳弥）
＊�トピックス42ページでは、吉岡さんが利用されている社会福祉法人七野会在宅ケアセンター新大宮
施設長の駒居享

たかお

生さんから、原稿を寄せていただいています。
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「保育事故」をなくすために
私たちにできること
　

　　平沼　博将大阪電気通信大学人間科学教育研究センター教授／
保育の重大事故をなくすネットワーク共同代表

私
が
「
保
育
事
故
」
の
問
題
に
か
か
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
今
か
ら
一
五
年
ほ
ど
前
に
大
阪
で

起
き
た
二
つ
の
保
育
事
故
と
そ
の
事
故
を
め
ぐ
る
裁
判
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

二
〇
〇
九
年
一
一
月
、
棚
橋
幸こ

う
せ
い誠
く
ん
（
生
後
四
か
月
）
が
大
阪
市
の
認
可
外
保
育
施
設
「
ラ
ッ
コ

ラ
ン
ド
京
橋
園
」
で
「
う
つ
ぶ
せ
寝
」
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
事
故
当
日
は
、
ゼ
ロ

歳
児
四
人
を
含
む
一
七
人
の
子
ど
も
た
ち
を
保
育
士
資
格
の
な
い
一
〇
代
と
二
〇
代
の
若
い
職
員
二
人

で
「
保
育
」
さ
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
指
導
監
督
す
べ
き
大
阪
市
は
立
入
調
査
で
不
適
切
な
保
育
の
状

況
を
把
握
し
な
が
ら
、
改
善
勧
告
す
ら
出
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
民
事
裁
判
は
さ
ま
ざ
ま
な
「
壁
」

に
阻
ま
れ
困
難
を
極
め
ま
し
た
が
、
事
故
か
ら
六
年
後
の
二
〇
一
五
年
一
一
月
、
大
阪
高
裁
は
保
育
施

設
側
の
責
任
を
全
面
的
に
認
め
る
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
一
〇
年
一
一
月
に
は
、
大
阪
府
八
尾
市
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業

（
通
称
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
」）
の
一
時
預
か
り
中
に
、藤
井
さ
つ
き
ち
ゃ
ん
（
生
後
五
か
月
）
が
「
う
つ
ぶ
せ
寝
」

に
さ
せ
ら
れ
て
心
肺
停
止
と
な
り
、
そ
の
三
年
後
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
事
業
を
実
施
・
運

営
す
る
八
尾
市
と
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
は
「
事
故
は
当
事
者
間
で
解
決
す
べ
き
問
題
」
と
主
張
す
る

な
ど
誠
意
あ
る
対
応
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ご
両
親
は
や
む
な
く
民
事
裁
判
を
起
こ
し
ま

す
。
こ
の
裁
判
も
事
故
発
生
か
ら
六
年
半
と
い
う
長
い
歳
月
を
要
し
ま
し
た
が
、
二
〇
一
七
年
三
月
、

被
告
に
過
失
が
あ
っ
た
こ
と
を
前
提
に
和
解
が
成
立
し
ま
し
た
。

私
は
こ
れ
ら
二
つ
の
保
育
事
故
裁
判
を
通
し
て
、「
保
育
事
故
」は
た
ま
た
ま
起
き
た
こ
と
で
は
な
く
、

そ
の
背
景
に
は
多
く
の
「
保
育
問
題
」
や
「
社
会
問
題
」
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
た
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し
か
に
保
育
事
故
の
直
接
的
な
原
因
は
、
保
育
従
事
者
が
子
ど
も
を
「
う
つ
ぶ
せ
寝
」
の
ま
ま
放
置
し

た
り
、
施
設
管
理
者
が
必
要
な
人
員
を
配
置
し
て
い
な
か
っ
た
り
と
い
っ
た
「
注
意
義
務
違
反
」
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
や
自
治
体
が
保
育
施
設
・
事
業
に
対
す
る
指
導
監
督
の
責
任
を
十
分
に
果
た

し
て
い
な
い
こ
と
も
、
保
育
事
故
の
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
う
し
た
「
直
接
的
暴
力
」
の
背
景
に
は
、
認
可
外
保
育
施
設
に
子
ど
も
を
預
け
ざ
る
を

得
な
い
状
況
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
「
待
機
児
童
問
題
」、
保
育
士
不
足
の
要
因
に
も
な
っ
て
い
る
保

育
労
働
者
の
「
低
賃
金
」
や
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
れ
な
い
よ
う
な
「
保
育
士
配
置
基
準
の
低
さ
」、

規
制
緩
和
（
福
祉
の
市
場
化
）
に
よ
る
「
保
育
施
設
の
格
差
拡
大
」
な
ど
の
「
構
造
的
暴
力
」（
暴
力
が

社
会
的
・
経
済
的
な
レ
ベ
ル
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
状
況
）
が
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の

命
よ
り
も
経
済
効
率
を
優
先
す
る
社
会
（
構
造
的
暴
力
）
を
生
み
出
し
、
支
持
し
て
い
る
の
が
「
新
自

由
主
義
」
思
想
と
い
う
「
文
化
的
暴
力
」
で
す
。
保
育
事
故
を
な
く
し
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に

は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
「
暴
力
」
を
「
平
和
」
へ
と
転
換
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
後
も
、
子
ど
も
た
ち
の
命
を
守
り
、
発
達
を
保
障
す
べ
き
は
ず
の
保
育
施
設
等
で
、
子
ど
も
の

死
亡
事
故
・
重
大
事
故
が
相
次
い
で
い
ま
す
。
二
〇
一
九
年
三
月
、
保
育
事
故
の
遺
族
や
保
育
関
係
者

ら
と
「
保
育
の
重
大
事
故
を
な
く
す
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
社
会
に
ま
ん
延
す
る
さ
ま

ざ
ま
な
「
暴
力
」
を
な
く
す
こ
と
は
か
ん
た
ん
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
保
育
事
故
も
か
な
ら

ず
な
く
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
信
じ
て
、
こ
れ
か
ら
も
同
じ
思
い
を
も
つ
仲
間
た
ち
と
力
を
あ
わ
せ
な

が
ら
、
研
究
、
実
践
、
運
動
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

ひらぬま　ひろまさ

　1971年大阪府堺市生まれ。専門は発達心理学、保育学。共著に『子
どもの命を守るために──保育事故裁判から保育を問い直す』（ク
リエイツかもがわ、2016）、 『「ファミサポ」の安全を考える──八
尾市乳児死亡事故を教訓に』（クリエイツかもがわ、2018）。
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「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」（
文
部
科
学
省
、
二
〇
二
三
年
度
）
に
よ
る
と
、「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
ま
す
か
」
と
い

う
質
問
に
対
し
て
、「
あ
ま
り
し
て
い
な
い
」「
ま
っ
た
く
し
て
い
な
い
」
と
回
答
し
た
割
合
の
合
計
が
、
小
学
校
六
年
生
で

六
・
一
％
、
中
学
校
三
年
生
で
八
・
七
％
と
な
っ
て
お
り
、
近
年
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
食
育
に
関
す
る
意
識

調
査
」（
農
林
水
産
省
、
二
〇
二
三
年
一
一
月
実
施
）
に
よ
る
と
、
二
〇
～
三
九
歳
の
若
い
世
代
で
は
、
朝
食
を
「
ほ
と
ん
ど

毎
日
食
べ
る
」
が
男
性
で
五
八
・
一
％
、
女
性
で
六
四
・
〇
％
、「
ほ
と
ん
ど
食
べ
な
い
」
が
男
性
で
二
二
・
八
％
、
女
性

で
一
六
・
一
％
と
、
若
い
世
代
の
朝
食
欠
食
の
割
合
が
も
っ
と
も
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
食
堂
に
お
け
る
“
こ
ど
も
の
朝
食
”
に
関
す
る
現
場
の
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
日
本
ケ
ロ
ッ
グ
合
同
会
社
、

二
〇
二
三
年
）
に
よ
る
と
、
こ
ど
も
食
堂
運
営
者
の
約
二
人
に
一
人
が
「
朝
食
を
毎
日
食
べ
て
い
な
い
」
こ
ど
も
を
認
識
し

て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て
、「
親
が
つ
く
ら
な
い
」（
七
四
・
六
％
）、「
経
済
的
に
余
裕
が
な
い
」（
三
四
・
四
％
）、「
家

に
食
べ
る
も
の
が
な
い
」（
三
一
・
一
％
）、「
親
か
ら
お
金
だ
け
渡
さ
れ
て
自
分
で
買
う
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
る
」（
一
七
・
二
％
）

が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

経
済
的
困
難
、
時
間
的
・
精
神
的
余
裕
の
な
さ
、
孤
立
、
あ
る
い
は
ダ
イ
エ
ッ
ト
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
の
情
報
が
あ
ふ

れ
る
な
か
で
、
さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら
の
「
食
の
課
題
」
が
社
会
全
体
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

特集特集

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
「
食
」
を
考
え
る
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と
く
に
、
社
会
的
養
護
下
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
は
、
被

虐
待
経
験
を
ふ
く
め
、
き
わ
め
て
困
難
な
背
景
を
抱
え

て
、
児
童
養
護
施
設
等
の
入
所
施
設
で
暮
ら
し
て
い
ま

す
。
今
号
で
は
、
そ
う
し
た
子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
困
難

と
現
場
で
の
支
援
に
つ
い
て
、「
食
」
の
観
点
か
ら
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

食
べ
る
こ
と
は
心
地
よ
く
て
し
あ
わ
せ
だ
と
い
う
経

験
を
し
て
こ
な
か
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
、
お
い
し
い
、
う
れ
し
い
、
た
の
し
い
、
を
伝
え

よ
う
と
す
る
、
現
場
の
奮
闘
を
交
流
し
ま
し
た
。
食
事
は

か
ら
だ
の
栄
養
と
し
て
大
切
な
だ
け
で
な
く
、
食
べ
る
こ

と
が
う
れ
し
い
、
た
の
し
い
と
思
え
る
こ
と
そ
の
も
の

が
、
生
き
て
い
く
力
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
特
集
で
は
、

児
童
養
護
施
設
を
卒
園
さ
れ
た
お
二
人
の
方
に
、
施
設
で

の
「
食
」
の
経
験
や
思
い
に
つ
い
て
、
手
記
も
寄
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
の
「
食
」
と
、

そ
の
大
切
さ
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
編
集
主
任　

申　

佳
弥
）

被虐待経験の有無および虐待の種類

　注）�「虐待経験の種類」の構成割合は、「虐待経験あり」に対する割合であり、複数回答のた
め100％を超える場合がある。

出典）�「児童養護施設入所児童等調査の概要(令和５年２月１日現在)」、こども家庭庁支援局家
庭福祉課・こども家庭庁支援局障害児支援課、P.12　より割合のみ抜粋

虐待経験
あり

虐待経験の種類（複数回答）　 虐待経験
なし 不明

身体的虐待 性的虐待 ネグレクト 心理的虐待

里親 46.0% 30.5% 3.6% 65.0% 26.2% 49.5% 3.9%

児童養護施設 71.7% 42.4% 5.2% 61.2% 33.1% 25.0% 3.0%

児童心理治療施設 83.5% 68.3% 8.2% 45.6% 48.8% 14.5% 1.5%

児童自立支援施設 73.0% 66.4% 5.9% 41.5% 47.0% 23.1% 3.7%

乳児院 50.5% 23.6% 0.1% 67.4% 20.4% 47.9% 1.2%

母子生活支援施設 65.2% 28.5% 4.5% 19.1% 80.5% 29.4% 4.5%

ファミリーホーム 56.8% 44.3% 9.2% 65.4% 38.3% 35.4% 7.5%

自立援助ホーム 77.7% 54.0% 10.5% 42.9% 58.7% 14.7% 7.1%


